








図 1、2 は当時 19 歳の久












































































































































23―24 万部）につぐ、婦人雑誌 2 番目の部数（21―22 万部）を誇ってい




女界』は 1913 年、月平均約 1 万 2000 部が発行されていたが 1922 年に
は約 20 万 1000 部まで増えている7）。部数増加には、大正期における新
中間層の増大という要因があるだろう。年収が 800 円から 5000 円の
「中等階級」は 1925 年、全世帯約 1200 万のうち約 140 万世帯（11.5％）
になった8）。また、同じ時期、女子中等教育の充実が高等女学校の卒業
者を増加させた。1913 年、1 万 163 人であった高等女学校卒業生は、






















う。具体的な方法としては 1918 年から 1923 年まで、同誌の口絵に掲載























2 3 久邇宮良子女王、信子女王 肖像 ○
久邇宮智子女王も同じペー
ジに
3 5 久邇宮俔子妃、良子女王 公的場面
入京、東京駅で。邦彦王も
一緒
4 7 東伏見宮周子妃 記念写真 閑院宮寛子・華子女王と一緒
5 9 梨本宮伊都子妃、方子女王 記念写真 規子女王と一緒
6
1919
1 梨本宮方子女王 肖像 ○
李垠との結婚を前に。同
ページに李垠の写真も




9 閑院宮智恵子妃 公的場面 夫と一緒。見舞いの帰り
10 梨本宮伊都子妃 公的場面 弔問の帰り
11 竹田宮妃昌子内親王ほか 公的場面 葬儀行列









1 梨本宮伊都子妃 公的場面 入京、東京駅で














































28 同上 スナップ ○ ○ 自宅でテニスなど





同上 スナップ ○ 同上。鹿に餌やりなど
31 同上 スナップ ○ ○ 同上。列車内食堂車など
32 11 同上 記念写真 ○ 震災被災者に衣服をつくる









































































うになったのは 1921 年 8 月 23 日、内務省警保局が全国担当者を集めた











内務省社会局高官は 1921 年 5 月から、皇室政策について宮内省と協議
をはじめ、皇室と国民との新しい関係について具体的検討に入った。そ
の検討事項のひとつが、「厳格な場合」に限っていた撮影規制の緩和で
あった（『東京毎日新聞』1921 年 6 月 13 日）。
『婦女界』の変化
こうした動きは、婦人雑誌の取材に直接影響した。前述のとおり規制
緩和措置が一般に知られるようになったのは 1921 年 8 月 24 日の新聞報























1922 年 1 月号から口絵ページのあ
との活版ページに「写真画報」とい






かった皇族写真が多数収容されるのである。図 4 は、1921 年 11 月の陸
軍特別大演習の際、馬に乗ろうとする裕仁の写真である。『婦女界』










良子が皇太子妃と「予定」されたと公表されるのは 1918 年 1 月であ
る。しかし、この時点では「婚約」とはいえない。正式な婚約といえる





















①　1918 年 4 月 4 日　 父の赴任地豊橋から帰京した際、東京駅で
（家族と一緒）
②　1918 年 5 月 26 日　上野電気博覧会へ「御成」（家族と一緒）
③　1918 年 11 月 1 日　青山練兵場でタンク（戦車）見学（他の皇族
と一緒）
④　1920 年 6 月 20 日　御茶ノ水の「時の展覧会」見学（家族と一緒、
写真は単独）

















（1921 年 1 月 24 日）22）。内務省はこの日、良子の結婚に関する記事を禁


































杉浦が事件について知ったのも、前年 11 月 18 日に後閑から相談を受け
たからであった25）。「婚約」遂行を願う後閑は、さまざまな情報を記者
に漏らし、良子に関する記事を書かせた26）。




た米で父に粥を炊いたという美談を語っている（『時事』1921 年 2 月 11
日、表 2 の 3）。平民性や親孝行ぶりをアピールする内容である。また
栗田は『東京朝日』に対し、良子は、訪欧前の裕仁と近く面会し、はな
むけの品を贈ると漏らしている（『東京朝日』1921 年 2 月 24 日夕刊、
表 2 の 10）。実際、面会は実現せず、贈り物も渡されなかったが、宮家










日付 掲載紙 情報源 見出し 主な内容
良子の
写真





















































7 14 日夕 報知 宮家職員
久邇宮邸へ両









































ないと発表し（1921 年 2 月 10 日）、問題はひとまずは沈静化した。と








⑥　1921 年 9 月 1 日　箱根湯元から帰京した際、東京駅で（家族と
一緒、写真は単独）






ところが、1922 年 4 月以降の 1 カ月半だけを見ると、▽ 4 月 13 日、
神奈川県鶴見町（現在横浜市）の総持寺を参拝▽ 4 月 21 日、代々木練




























温泉などを旅行することになった。日程は 9 月 12 日から 7 日間であり、
地元では準備がほぼ終わっていた40）。しかし、直前にこれを知った牧野






























































5 月 4 日、東京を出発し、三重・奈良・京都・香川・岡山・福岡・熊
本・鹿児島・宮崎・大分・山口・広島・大阪・兵庫の 14 府県を巡り、6






























5 月 4 日 三重・宇治山田 東京駅発山田駅着。神宮祭主官舎宿泊
5 月 5 日 〃 神宮参拝。同上宿泊
5 月 6 日 京都
山田駅発奈良駅着。畝傍陵参拝など。奈良駅発京都駅着。
京都久邇宮邸宿泊
5 月 7 日 〃 桃山御陵など参拝。同上宿泊
5 月 8 日 香川・高松 京都駅発高松港着。松平別邸披雲閣宿泊
5 月 9 日 〃 小豆島訪問など。同上宿泊
5 月 10 日 〃 船で鯛網漁場見学。同上宿泊
5 月 11 日 〃
屋島登山。高松駅発琴平駅着。金刀比羅宮参拝。丸亀
駅発高松駅着。同上宿泊
5 月 12 日 京都
高松港発岡山駅着。後楽園見学。岡山駅発京都駅着。
京都久邇宮邸宿泊
5 月 13 日 船中 京都駅発神戸駅着。神戸港から船に乗船。船中泊
5 月 14 日 福岡
門司港着。八幡製鉄所見学。八幡駅発東郷駅着。宗像
神社参拝。東郷駅発博多駅着。黒田別邸宿泊
5 月 15 日 〃
九州大学見学、大宰府天満宮参拝、商品陳列所で買い
物など。同上宿泊
5 月 16 日 熊本
博多駅発久留米駅着。久留米師団など見学。久留米駅
発熊本駅着。水前寺庭園散策など。細川邸宿泊
5 月 17 日 鹿児島 熊本駅発鹿児島駅着。島津別邸（磯邸）宿泊
5 月 18 日 〃 照国神社参拝など。同上宿泊
5 月 19 日 〃 桜島訪問。山形屋で買い物。同上宿泊
5 月 20 日 宮崎
鹿児島駅発高原駅着。狭間神社参拝。高原駅発都城駅着。
島津荘見学。都城駅発宮崎駅着。旅館紫明館宿泊
5 月 21 日 大分・別府
宮崎神宮参拝。青島見学。宮崎駅発別府駅着。和田邸
宿泊
5 月 22 日 〃 温泉巡り。同上宿泊
5 月 23 日 〃 別府滞在。同上宿泊
5 月 24 日 山口・下関
別府駅発宇佐駅着。宇佐八幡神宮参拝。宇佐駅発下関
駅着。春帆樓宿泊
5 月 25 日 広島・宮島 下関駅発宮島駅着。旅館岩惣宿泊
5 月 26 日 京都 宮島駅発京都駅着。京都久邇宮邸宿泊
5 月 27 日 〃
京都駅発大阪駅着。中山太陽堂、大阪毎日新聞社、大
阪朝日新聞社など見学。大阪駅発京都駅着。同上宿泊
5 月 28 日 〃 京都滞在。同上宿泊
5 月 29 日 〃
京都駅発神戸駅着。北白川宮成久王の遺骸を迎える。
神戸駅発京都駅着。同上宿泊
5 月 30 日 〃 京都帝室博物館見学など。同上宿泊
5 月 31 日 奈良 京都駅発奈良駅着。平城京跡見学など。奈良ホテル宿泊
6 月 1 日 〃 東大寺参拝。奈良公会堂前で鹿に餌やり。同上宿泊
6 月 2 日 奈良・吉野 奈良駅発吉野駅着。旅館辰巳屋宿泊
6 月 3 日 京都 吉野滞在。吉野駅発京都駅着。京都久邇宮邸宿泊
6 月 4 日 〃 京都府立植物園見学。同上宿泊



















大阪毎日新聞社と婦女界社の活動写真班は、旅行に先立つ 1923 年 4
月下旬の 3 日間、宮邸で撮影を許可された。ピアノの練習や妹宮との合
唱、さらにはビリヤードやテニスなどの場面を撮影した。図 6 は、『婦
女界』1923 年 7 月号で紹介されたテニスを楽しんでいる活動写真の 2
コマである（4 月 30 日）。そのうえで、両社は、旅行先で撮影の機を得
た。図 3 も下関駅出発後、山口県内を通過中、食堂車にいる良子を撮影





5 月 10 日の高松を皮切りに始まった。ここでは、九州地方での上映を
見てみる。一行が九州を回ったのは 5 月 14 日から 24 日までであるが、
▽ 14 日門司市▽ 15 日福岡市▽ 16 日久留米市▽ 17 日熊本市▽ 18 日鹿
児島市▽ 20 日宮崎町▽ 22 日別府町▽ 23 日大分市▽ 24 日宇佐町と、原
則的に滞在した町で上映していった（『西部毎日』5 月 13 日、15 日）。








つめ、最後に万歳を三唱して散会したという（『西部毎日』5 月 18 日）。






が、地方での映写に力を入れたことがうかがえる。6 月 17 日、都内で





















かう船中（5 月 13 日）で、輪投げに興じる良子を模写した絵葉書である。
図 8 は奈良市内の公会堂前で鹿と戯れる場面（6 月 1 日）、図 9 は京都













京朝日』1923 年 12 月 13 日）。
筆者は、古書店を通じて、結婚までの良子女王が描かれた絵葉書をで
きるだけ収集してみた。良子が撮影されている絵葉書が計 27 種収集で
きた。内訳は中四国・九州・関西旅行以前のものが 4 種、旅行関係が 8
種、旅行以後のものが 6 種、肖像その他が 9 種であった。旅行以前のス
ナップ的な図像は、冒頭で触れた 1922 年 6 月の潮干狩りの写真と、


















たとえば、八幡製鉄所の見学（5 月 14 日）の際、構内で自由に撮影さ




まに立ち、ごく至近距離からの撮影を認めた（『大分新聞』5 月 23 日夕
刊）。前例では 6 間（約 11 メートル）の距離をおいて撮影することに
































のを見て「お魚がお魚が」と喜ぶ姿であり（『大阪時事』5 月 12 日）、
瀬戸内海を進む船内でデッキゴルフに興じていたところ、兄・朝融が玉
を船外、つまり海に飛ばしてしまったとき、「お兄いさままア……」と





円 80 銭の博多人形を土産に買った（『福岡日日新聞』『西部毎日』5 月
16 日）。鹿児島市のデパートメントストア山形屋ではアイスクリームを

















といってピントを合わせたという（『鹿児島新聞』5 月 21 日）。
久邇宮家について、新聞は「到る処の御平民振り」（『九州新聞』5 月




























る」（『九州日報』5 月 13 日）、「物々しき警戒を避け」る（『大阪毎日』
奈良号 5 月 24 日）と、ソフトな警備を強調していた。
金刀比羅宮参拝のため高松から琴平に向かう途中、讃予線（現予讃




制はまったく行われなかった（『香川新報』5 月 12 日）。


























































らも 1 泊することになった（『日州新聞』3 月 24 日夕刊）。さらに、同
県では都城が島津家ゆかりの地であったため、町出身の上原勇作前参謀




下関市宿泊の夜（5 月 24 日）、関門海峡をのぞむ春帆樓に宿をとる久
邇宮一家を楽しませようと大阪毎日新聞社関門支局は海峡をサーチライ
トで照らし、地元青年団による提灯行列、提灯船とあいまって光のペー

























































ら か で あ ろ う。1924
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67）　大正の「御成婚」の人出として『時事』（1924 年 1 月 27 日）は約 50 万
人と書き、『報知』（同日）は 60 万としている（ただし、『報知』には各場
所内訳が掲載されているが、これを合計しても 55 万人にしかならない）。
戦後の「御成婚」では 53 万人という数字が残っている。
　本論文は、2015 年度成城大学特別研究助成「メディアのなかの『皇族』表象
―象徴天皇制の形成・定着・変容との関連」の成果である。なお、本論文作成
にあたって各地の公文書館、図書館、文学館に史料の所在調査で協力を受けた。
また、大分県別府市の郷土史家、川田康氏には現地調査でたいへん世話になった。
この場を借りて感謝申し上げる。
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